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  （百万円未満切捨て）

１．平成28年３月期第２四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年３月期第２四半期 6,369 7.3 178 △2.1 184 0.5 116 13.7 

27年３月期第２四半期 5,937 1.3 182 24.0 183 22.8 102 34.1 
 
（注）包括利益 28年３月期第２四半期 116 百万円 （13.7％）   27年３月期第２四半期 102 百万円 （34.1％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

28年３月期第２四半期 10.50 － 

27年３月期第２四半期 9.60 － 
 
（参考）持分法投資損益 28年３月期第２四半期 1 百万円   27年３月期第２四半期 △0 百万円 

 
 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

28年３月期第２四半期 7,129 4,001 56.1 

27年３月期 6,670 3,728 55.9 
 
（参考）自己資本 28年３月期第２四半期 4,001 百万円   27年３月期 3,728 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

27年３月期 0.00 0.00 0.00 10.00 10.00 

28年３月期 － 0.00       

28年３月期（予想）     － 10.00 10.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 
３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 11,886 1.1 316 39.6 316 36.7 191 69.4 17.26 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年３月期２Ｑ 11,330,800 株 27年３月期 10,690,800 株 

②  期末自己株式数 28年３月期２Ｑ － 株 27年３月期 － 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期２Ｑ 11,117,466 株 27年３月期２Ｑ 10,690,800 株 

 

 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信

の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続を実施中です。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料

発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる可能性がありま

す。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円安による輸出企業の好調な業績や株式市場の堅調な推移を

背景として、国内景気は緩やかな回復基調が続きました。個人消費については、持ち直しの兆しは見られるもの

の、依然として本格的な回復には至っておらず、また、中国をはじめとしたアジア新興国等の経済に減速感が増し

ており、先行きについては不透明なものとなりました。

 

こうした環境の下、当社グループでは、放送業界、音楽業界における市場環境や消費者ニーズの変化に対応する

ため、創業以来行ってきた音楽映像コンテンツの制作及びCS放送を使った音楽専門チャンネルの放送をベースとし

つつ、ライブイベント展開、デジタルコンテンツ制作や各種デジタルサービス展開、音楽レーベルからアーティス

トマネジメントに至る展開まで、当社グループが有するあらゆる機能を複合的に活用しながら、多様なメディア・

コンテンツ事業を展開し、音楽総合エンタテインメント企業への転換を図ることを基本方針として経営を行ってま

いりました。

 

これに伴い、当社グループでは今後の中長期的な成長の実現を目指し、新たに再編したSPACE SHOWER TV事

業、SPACE SHOWER MUSIC事業、SPACE SHOWER ENTERTAINMENT事業の３つのビジネスユニットにて事業

活動を行うこととし、連結子会社株式会社セップ、並びに株式会社Ｐヴァインとともに、新たな分野での成長施策

の推進、事業領域の拡大に取り組みました。

SPACE SHOWER TV事業においては、当社主催の野外ライブイベント「SPACE SHOWER SWEET LOVE 
SHOWER 2015 -20th ANNIVERSARY-」を開催。開催20回目を記念して８月28日～30日の３日間合計で約５万人を

動員し、成功を収めました。また、デジタルサービス関連では、様々なアーティストのライブ映像や密着ドキュメ

ントなどのオリジナル番組やライブ会場からの生配信などのコンテンツを、マルチデバイス(PC、タブレット端

末、スマートフォン)で視聴可能な動画配信サイト「SPACE SHOWER ON DEMAND (スペシャオンデマンド) 」

のベータ版をオープンさせ、「SPACE SHOWER SWEET LOVE SHOWER 2015 -20th ANNIVERSARY-」の生配信

や、人気アーティスト「ゲスの極み乙女。」の密着ドキュメント「密着！ゲス最前線！！」などが好評を得ており

ます。

SPACE SHOWER MUSIC事業においては、当社所属アーティストである男女混成４人組ロックバンド「ゲスの

極み乙女。」が、平成27年９月に「ゲスチック乙女～アリーナ編～」 (大阪・札幌) の大型ライブイベント２公演

を開催し、オリジナルグッズの販売も大きく伸長するなど、更なる成長を遂げたことをはじめ、注力するアーティ

ストマネジメント関連が好調に推移しました。また、いよいよ本格的となった定額制聴き放題の音楽配信サービス

の拡大に牽引され、デジタル配信関連が堅調な伸びを見せました。

SPACE SHOWER ENTERTAINMENT事業においては、平成27年８月18日に、公式オンラインショップとして

「SPACE SHOWER STORE」をオープンいたしました。「SPACE SHOWER STORE」では、従来ライブ会場に足を運

ばなければ手に入らなかったアーティストグッズやイベントグッズなど、豊富な音楽関連商品を取扱い、グランド

オープンの際には、「ゲスの極み乙女。」「indigo la End」「GRAPEVINE」をはじめとする人気アーティストの

限定グッズなど、オープニングキャンペーン記念商品を各種展開し、人気を博しております。

 

これらの取り組みの結果、売上高は6,369,624千円と前年同期比432,172千円増（同7.3%増）と大きく伸長しまし

たが、大型ライブイベント制作や先行投資などによりコストが増加し、営業利益は178,413千円と前年同期比3,776

千円減（同2.1%減）と微減、経常利益は184,686千円と前年同期比933千円増（同0.5%増）と微増、親会社株主に帰

属する四半期純利益は116,735千円と前年同期比14,088千円増（同13.7%増）となりました。

 

セグメント別の業績は次のとおりであります。 

当第１四半期連結累計期間より、従来の「音楽事業」から「メディア・コンテンツ」へ、「映像制作事業」から

「映像制作」へとセグメントの名称を変更しております。なお、セグメント名称変更によるセグメント情報に与え

る影響はありません。
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①メディア・コンテンツ セグメント 

当セグメントにつきましては、SPACE SHOWER TV事業において、スカパー！標準画質サービスの終了により

有料放送収入が前年同期比で減少し、併せて衛星回線使用料などの運用コストが減少しました。また、デジタルサ

ービス「スペシャアプリ」関連で、高画質配信に向けた機材・回線などへの対応や、「SPACE SHOWER ON 
DEMAND (スペシャオンデマンド) 」の開発、及びコンテンツ強化に向けた人員の増員を行ったことなどにより

コストが増加しました。SPACE SHOWER MUSIC事業においては、アーティストマネジメント関連のライブイベ

ント収入やグッズ販売収入、並びに著作隣接権収入などの権利収入が、自社マネジメントアーティストの人気に牽

引されることで、前年同期比で大幅に増加した一方で、大型ライブイベントを行ったことに伴い制作コストが増加

しました。また、定額制聴き放題の音楽配信サービスの普及によりデジタル音楽配信収入が前年同期比で増加して

おります。SPACE SHOWER ENTERTAINMENT事業においては、主に「AREA-Q」開業により、前年同期比で大

きく収入を増加させたものの、「AREA-Q」の内装や設備などの固定資産取得に伴う減価償却費の増加や、新規事

業展開に向けた人員強化、システム開発投資を行ったことなどによりコストが増加しました。この結果、当セグメ

ントの売上高は5,594,000千円と前年同期比 400,738千円増（同7.7％増）と大きく伸長しましたが、経常利益（セ

グメント利益）は、158,757千円と前年同期比2,181千円増（同 1.4％増）と微増となりました。

 

②映像制作 セグメント

当セグメントにつきましては、ミュージックビデオ制作及びライブ映像制作の受注件数が増加したことに伴い、

売上高は 775,623千円と前年同期比31,433千円増（同4.2％増）となりましたが、制作コストの増加により、経常

利益（セグメント利益）は、37,931千円と前年同期比 3,804千円減（同9.1％減）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、主に受取手形及び売掛金が638,309千円、仕掛品が74,963千

円、流動資産その他が59,426千円増加し、一方で現金及び預金が346,763千円減少したことなどにより、前連結会

計年度末に比べ459,231千円増加し、7,129,528千円となりました。 

 負債につきましては、主に買掛金が393,040千円、預り金が66,665千円増加し、一方で未払金が134,803千円、流

動負債その他が99,097千円減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べ186,364千円増加し、3,127,801千円

となりました。また、純資産は資本金が131,520千円、資本剰余金131,520千円、利益剰余金が9,827千円増加した

ことにより、前連結会計年度末に比べ272,867千円増加し、4,001,726千円となりました。

 

 キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、349,763千円

の使用となり、資金の四半期末残高は、2,541,322千円となりました。これは、営業活動により279,835千円、投資

活動により188,181千円使用した一方で、財務活動により118,254千円獲得したことによるものであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の使用は、279,835千円（前年同期は44,185千円の獲得）となりました。これは主に、税

金等調整前四半期純利益により184,675千円、仕入債務の増加により393,040千円、減価償却費の計上により

56,528千円獲得した一方で、売上債権の増加により638,309千円、その他流動負債の減少により103,645千円使用

したことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の使用は、188,181千円（前年同期は68,162千円の使用）となりました。これは主に、有

形固定資産の取得により121,783千円、無形固定資産の取得により53,166千円使用したことによるものでありま

す。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の獲得は、118,254千円（前年同期は145,251千円の使用）となりました。これは、配当金

の支払により106,908千円、リース債務の返済により17,244千円使用した一方で、株式の発行により242,406千円

獲得したことによるものであります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 業績につきましては、概ね予想通り推移しており、平成27年４月24日に発表いたしました業績予想に変更はあり

ません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平

成25年９月13日）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から

非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間

及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,941,704 2,594,940 

受取手形及び売掛金 1,636,942 2,275,252 

商品及び製品 287,166 279,300 

仕掛品 164,262 239,225 

原材料及び貯蔵品 3,145 2,754 

繰延税金資産 115,088 115,013 

その他 186,997 246,424 

貸倒引当金 △47,242 △49,487 

流動資産合計 5,288,065 5,703,424 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 601,607 601,607 

機械装置及び運搬具 16,959 16,959 

工具、器具及び備品 373,940 389,991 

土地 72,455 72,455 

リース資産 449,755 449,755 

建設仮勘定 6,124 43,882 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,011,563 △1,066,972 

有形固定資産合計 509,278 507,678 

無形固定資産    

ソフトウエア 168,516 173,231 

ソフトウエア仮勘定 2,474 2,474 

その他 20,476 27,978 

無形固定資産合計 191,467 203,684 

投資その他の資産    

投資有価証券 114,523 116,246 

敷金及び保証金 332,561 329,368 

繰延税金資産 192,190 199,668 

その他 78,702 90,442 

貸倒引当金 △36,491 △39,326 

投資その他の資産合計 681,486 696,399 

固定資産合計 1,382,231 1,407,762 

繰延資産    

株式交付費 － 18,341 

繰延資産合計 － 18,341 

資産合計 6,670,297 7,129,528 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 1,073,445 1,466,485 

リース債務 28,161 20,733 

未払金 270,612 135,809 

未払法人税等 63,290 84,665 

預り金 402,906 469,572 

賞与引当金 98,647 58,156 

役員賞与引当金 23,526 5,136 

返品調整引当金 74,238 65,552 

売上割戻引当金 872 708 

その他 148,959 49,861 

流動負債合計 2,184,661 2,356,682 

固定負債    

リース債務 117,441 107,625 

退職給付に係る負債 527,240 551,734 

役員退職慰労引当金 105,204 105,069 

その他 6,889 6,689 

固定負債合計 756,776 771,119 

負債合計 2,941,437 3,127,801 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,789,059 1,920,579 

資本剰余金 846,059 977,579 

利益剰余金 1,093,741 1,103,568 

株主資本合計 3,728,859 4,001,726 

純資産合計 3,728,859 4,001,726 

負債純資産合計 6,670,297 7,129,528 

 

- 6 -

株式会社スペースシャワーネットワーク（4838）　平成28年３月期　第２四半期決算短信



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 5,937,451 6,369,624 

売上原価 4,493,680 4,956,054 

売上総利益 1,443,771 1,413,569 

返品調整引当金戻入額 2,813 8,685 

差引売上総利益 1,446,585 1,422,255 

販売費及び一般管理費 1,264,394 1,243,841 

営業利益 182,190 178,413 

営業外収益    

受取利息 202 222 

受取配当金 40 602 

受取賃貸料 870 870 

業務受託手数料 37 3,978 

諸預り金戻入益 1,647 1,486 

持分法による投資利益 － 1,722 

雑収入 － 782 

その他 2,386 － 

営業外収益合計 5,183 9,665 

営業外費用    

支払利息 1,628 1,067 

持分法による投資損失 991 － 

株式交付費償却 － 2,292 

雑損失 － 31 

その他 1,001 － 

営業外費用合計 3,621 3,391 

経常利益 183,753 184,686 

特別損失    

固定資産除却損 － 11 

減損損失 2,487 － 

特別損失合計 2,487 11 

税金等調整前四半期純利益 181,265 184,675 

法人税、住民税及び事業税 37,680 75,343 

法人税等調整額 40,938 △7,403 

法人税等合計 78,618 67,940 

四半期純利益 102,646 116,735 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 102,646 116,735 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 102,646 116,735 

四半期包括利益 102,646 116,735 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 102,646 116,735 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 181,265 184,675 

減価償却費 49,450 56,528 

無形固定資産償却費 41,030 41,401 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △393 5,079 

減損損失 2,487 － 

受取利息及び受取配当金 △242 △824 

出資金償却 162 6,316 

敷金及び保証金償却 2,618 3,004 

株式交付費償却 － 2,292 

差入保証金の増減額（△は増加） △128 193 

支払利息 1,628 1,067 

持分法による投資損益（△は益） 991 △1,722 

有形固定資産除売却損益（△は益） － 11 

長期前払費用償却額 468 300 

売上債権の増減額（△は増加） △354,111 △638,309 

たな卸資産の増減額（△は増加） △50,847 △69,191 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △71,748 △67,562 

仕入債務の増減額（△は減少） 264,432 393,040 

賞与引当金の増減額（△は減少） △51,803 △40,491 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △3,856 △18,390 

その他の流動負債の増減額（△は減少） 37,076 △103,645 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 13,909 24,494 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,354 △135 

その他 △1,306 △199 

小計 69,437 △222,068 

利息及び配当金の受取額 242 824 

利息の支払額 △1,628 △1,067 

法人税等の還付及び還付加算金の受取額 8,470 5 

法人税等の支払額 △32,336 △57,530 

営業活動によるキャッシュ・フロー 44,185 △279,835 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △3,000 △3,000 

有形固定資産の取得による支出 △9,766 △121,783 

無形固定資産の取得による支出 △34,665 △53,166 

出資金の払込による支出 △2,717 △5,184 

出資金の回収による収入 － 5,559 

貸付金の回収による収入 834 1,147 

敷金及び保証金の差入による支出 △19,000 △487 

敷金及び保証金の回収による収入 153 482 

会員権の取得による支出 － △11,750 

投資活動によるキャッシュ・フロー △68,162 △188,181 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

リース債務の返済による支出 △24,979 △17,244 

株式の発行による収入 － 242,406 

配当金の支払額 △120,271 △106,908 

財務活動によるキャッシュ・フロー △145,251 118,254 

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,456 △0 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △167,771 △349,763 

現金及び現金同等物の期首残高 2,782,324 2,891,086 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,614,553 2,541,322 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 
 

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 

平成25年９月13日）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

（追加情報）

１．会計処理基準に関する事項

（１）繰延資産の処理方法

株式交付費

３年間で、定額法により償却しております。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成27年６月８日付で、株式会社フジ・メディア・ホールディングスから第三者割当増資の払込みを受け

ました。この結果、当第２四半期連結累計期間において資本金が131,520千円、資本準備金が131,520千円増加し、当

第２四半期連結会計期間末において資本金が1,920,579千円、資本準備金が977,579千円となっております。

 
 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２  

メディア・ 
コンテンツ 

映像制作 計 

売上高          

外部顧客への売上高 5,193,261 744,190 5,937,451 － 5,937,451 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ 30,257 30,257 △30,257 － 

計 5,193,261 774,448 5,967,709 △30,257 5,937,451 

セグメント利益 156,576 41,736 198,312 △14,559 183,753 

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引等消去△14,559千円であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整をおこなっております。

 
２． 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

 
（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２  

メディア・ 
コンテンツ 

映像制作 計 

売上高          

外部顧客への売上高 5,594,000 775,623 6,369,624 － 6,369,624 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
130 22,462 22,592 △22,592 － 

計 5,594,130 798,086 6,392,216 △22,592 6,369,624 

セグメント利益 158,757 37,931 196,688 △12,001 184,686 

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引等消去△12,001千円であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整をおこなっております。

３．当第１四半期連結累計期間より、従来の「音楽事業」から「メディア・コンテンツ」へ、「映像

制作事業」から「映像制作」へとセグメントの名称を変更しております。なお、セグメント名称

変更によるセグメント情報に与える影響はありません。また、前第２四半期連結累計期間のセグ

メントの名称は、当第２四半期連結累計期間のセグメントの名称に基づき作成したものを開示し

ております。

 

 
２． 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

 
（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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